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第一章 緒

人閥ノ聴憂 二感 ズル晋ノ振動数ハ毎秒16--20キ

uサ イクルデアル｡振 動数毎秒20キ ロサイクル以

・上 ノ高周波 ノ晋生汰 聞ノ聴畳ニハ感 ジナイ爲う之

ヲ超音波 ト呼 プ｡即 チ振動数ガ非常二多ク、人間

ノ耳ニハ母早ヤ書箆 テ與ヘナイ故二書源ガ壌 レル

迄幾許デモ彊・イ書ラ畿生 スル事ガ萬來ル｡超 音波

ノコノ周波数 ノ多 イ ト{費フ鮎 ト強イ ト云 フ黙テ利

用 シテ種 々ナル方面 二慮用ガ企テラレテ居ル｡馨

學的慮用ノ部門二於テモ既ニ多数ノ業績ガ磯表サ

レ、特 二細菌學的方面二於テ、各種ノ微生物及ピ
ノ

,毒素 二野 スル超書波 ノ作 用 ノ研究 ガ多数見 ラレ

ルレO

細 菌 二封 スル超 晋 波 ノ影 響 ニ關 シテハ眞 田(1)、

垂 水(2)、 船 戸(3)、 尾 崎(4)(5)(6)、 門 野(7)、 渡

邊(8)、 山 中(10)、 松 崎(9)、 辻 岡(14)、 浮 田(15)

等 ノ報 告 ガ アル｡更 ニ 叉細 菌 ノ免 疫 學 的 性 歌 二及

ボス超 昔 波 ノ影 響 ニ就 テ ノ研 究 モ盛 ニ行 ハ レ、 急

性 脊 髄 前 角 炎(巽(16)(17)(18)、 笠 原(19)(20)、 牛

痘(矢 堅21)(22)・ 吉 田(23訓 巽(24)・ 笠 原(25)

(26)、 緒 方(27×28))流 行性 臓炎(緒 方(29)、 謝

(31)、 笠 原(30))'狂 犬 病 ∫謝(32)(33)(34).高 洲

(35)、 笠 原(36)、 矢 追(48))等 ノ ヴイ ー ル1スヲ初

言

メiレ ラ菌 、 チプ ス菌(渡 邊(37)(38)(39)、 尾 崎

(40)、 村 野(41))其 他 ノ細 菌(三 橋(42)、 破 傷 風

毒 素(榔 水(43)、 謝(44)、 笠 原(45))蛇 毒(謝(46))

等 ノ超 書 波利㈱ ノ免 疫 學 的 卓 越 性 ヲ實 詮 スノ・報 告

ガ アル㌔ 然 シ之 等 ノ超 書 波 ノ作 用 ハ機 械 的 作 用 、

酸 化 作 用 、熱 作 用等 ノ集 合 シタ モ ノ デ ア ラ ウ ト考

ヘ ラ レテ居 ル｡雄 山 、緒 方(47)、 雨 氏 ハ之 等 ノ作

用 ノ中超 書 波 ソ適 當 ナ強 サ ノ時 二少 ク トモ酸 化 作

用 ニ ハ最 大 ガ ア κ ト報 告 シテ居 ル｡、 騨
と

自分ハ昭和15年4月 ヨリBCGワ クチン調製ニ

超音波テ利用シ菌浮游液 テ作 ラウト試 ミタ｡結 核

豫防 ワクチントシテ用 フルBCGワ クチンハ生菌

免疫元 トシテ之 テ用 フル故、調製 二際 シテ濫二熱

作用、又ハ機械的作用等 ヲ加へBCGテ 少ク トモ

死滅セシメナィ様 ニ操作 ヲ加ヘネバナラヌ｡帥 チ

超普波作用二依 リBCG菌 浮游液 ヲ常 ニー定 ノ鎌

件 ニテ作 リ、然モ菌ノ死滅、生存力ノ減弱ガ著名

デナイ事ガBCGワ クチン調製ヘノ超書波利用ノ

理想 デアル｡コ ノ目的ノ爲二BCG竹 尾株二及ボ

ス超晋波ノ影響ヲ種々實験槻察 シタ｡(實験成績ノ

ー部ハ第十九凋 日本結核病學會二報告 シタ｡)

第二章 久保田式超言波護生装置(K・U・S--500)使 用"際 ス

ル試験管内媒質昌及ボス温度ノ影響

BCG菌 浮游液調製 ノ場合 ト同様、超書波用大

試験管二蒸溜水50蝿 テFリ 、種々ナ條件デ超晋波

テ作用 シs5分 毎二試験管内ノ蝶質液温ヲ水銀寒

暖計デ桧温 シタ｡

作用開始最初 ノ5分 間デ急激ξ温 度ノ上昇ガ見

ラ レ遊ガ以後大短・一定ノ湿度 ヲ保 チ、陽極電歴2.

900ボ ルトニ至ルモ45度 テ越エル事ハナイ｡實 駿

當時ハ氣温高ク室溜播氏32度 乃至3ケ変デ装置ヲ邊

流スル水道水モ氣温 ヨリ1度乃至2度位低イ位 デミ

タ メニ相當試験管内液溜ノ上昇ヲ見 タガ更二装置

ヲ還流スル水溜 テ低温ニスレバ試験管内液温 ヲヨ

リ低下サス事ガ娼來ル ト考ヘル｡

第三章BCG竹 尾株呂及ボス温度ノ影響



超 昔 波 ノ熱 作 用 ヲ 考慮 シ テBCG

菌 淳 游 液 二種 々ナ ル温 変(40度 、45度

50度 、60度)ヲ 作 用 セシ ノテBCG竹

尾 株 ノ1生存 力 二及 ボ ス影 響 ヲ培 養試 験

二・ヨ リ實 験 シタo

弟 一節 實 験 方 法 暫

5%グy .iCリ ン加 牛謄 汗馬 鈴 薯 屠 地

二織 代増 養 セルBCG竹 尾 株 ヲ ソ"ト

ン氏培 地 モー 代培 養 セル モ ノ テ ト リコ

ル ベ ン手 振 法 ニ テ4蝿 中菌 量1踊 ノ モ

ノ テ作 リ、之 ヲ基 本液 トシ タ｡コ ノ菌

浮 游 液 ヲ湯 蕪 デ40度 、45度 、50度 、 β0

度 デ加温 シ、作 用 時 間 ハ各 貝q分 、20

分 、30分 、4Q分 、50分 、60分 トスo

第 二筋 塔 養 方 法

前 述 ノ各 基 杢液 ヲ原 液 トジテ、蒸 溜

水 デ10倍 稀 繹 ヲ繰 返 シ十倍 、百 倍 、千

倍 、一 萬 倍 、十 萬 倍 、 百 萬 倍迄 稀 繹 シ、

ツ ノ各 玉ノ0.5蝿 宛 ラペ トラ ニ ヤ ニー

氏 培 地 二 本 宛 ニ増 養 シタ｡増 養 後 約50日 後 二之 テ

制 定 シタ｡判 定 規 準 ハ次 ノ通 リデ アノ・｡

鋼定i規準

一 菌集落 ヲ見ナイモ ノo

+菌 集落敷10以 内｡

斗H一菌薬妻璃F敷11--500

珊 菌集落厳51以 上 デ敷 へ得ル モノ｡

柵 菌集落 面融 合 シ敷 へ得 ヌガ菌集 落 ガ培養 面牛

バ嘉至 ラヌモノe

燃 菌集落面 ガ培養面 ノ牛分以上 ヲ越 ールモノ｡

(1)カ ロ温 擁奪氏40度 ノ場 合

第2表BCG竹 尾株=及ncス 温度 ノ影響

實験ぐ1)40｡C・ 加温 培養後50日 後判定

趙智洩作用時糊

40分 慣三 千三 蒔1-1-{一{一

脚 正静{+1-1-}一{一 り

50分
撚1冊1-1-1-一 ト

慨{柵 ト1+1+1-1-一

60分
撒1軒1+1+1-一{-1一

レ

レ
柑旧 冊{+1-{一}-1一

ユ20分
捌三+1柵1+i+1+}一 ・

一 一

冊 噸}冊1冊}+ト トi一

(基 本液ハ コルベ ン手振 法 昌テ作威 直轟實験 ス｡〉

(2)加 温 癬 氏45度 ノ場 合 肥

第3表 ＼BCG二 塁fスル漉度 ノ影響

賓験2・45｡C.加 温 囎 培養50日 後 到定

陶 菌量疹騨
加濃

時献 蓬賑
i叢

千
万
分
ノ
五

首
万
分
ノ
五

十
万
分
ノ
五

一
万
分
ノ
五

・胴 照)1辮磁讐 榛 十斗 斜÷

ヱ0分

20分

1錨織 ≒七蓋
鰍1帯1珊 ■+}-1-{-

i
へ 　　
撚1帯i帯1-1-1-一 一

[一十十十器

一一噌一十鼎
分30

＼ 培養
菌量

加溜罐

聞

十

分
ノ

五

埴

'百

分

ノ

五

題

千

分

ノ

五

聴

芳
分

孟
駈

十
万
分
ハ

五
駈

百
万

タ
五
瑠

千
万
分
ノ

五 ・

聴

0分(劉 照) ㈹ 灘1+}十1一 ト1一一

㈱H三 帯{+1一 ト1一
屡

10分
酬 酬 網 粥+1-1一
襯1糊 難{+1-1-一

20分 醐 醐 帯1+ト1一 ト'
糊 糠LL± 」+1-1-1一

30分
醐 棚 斗三 斗三 一1-1一一

欄 捌 斗三 雑1+ト ト
レ

40分 遡L随 ⊥鮒LL+1一 荘 工三
欄1醐 欄 斗三 一1引 一

5・分! 」題+1+1一 ト ト ト
+1棚+ト ト1-1一

[

60分

一
欄 刑 一1+1-1-1一

・儲 工 帯1+{+1… 一 ト 研
　

(基 本液ハ コル ペ ン手 振法 ユテ作成氷室 ユ日保存後賓験)

一_2_一._



(3)加 温 播 氏50度 ノ場 合

第4表BCGra封 スル溢度 ノ影響

賓験3・50ec｡加 濃 培 養後50日 後判定

(4)カn温 揮診氏60度 ノ場合

第5表BCG轟 封 スル温度 ノ影響

賃 験4.600C,加 濃 培養後50日 後判定 穐

培養
菌量

加
濃時聞

十

分

ノ

五

隠

百

分

ノ

五

彪

章

多
五
聡

芳

参
五

彪

十
万

9
五
雇

百
万

ラ
五
睡

千
万

9
五
腫一

%〈蜘 踏 器齢 婁鴇 辛{≡
…"

■0分 隈 辮1欝1宗
2・分1癬1撫 響岬 期 劇「き

つ0分 牒購罐i#障 圏 ≡
40分

…

一

}月

'1欝 柵 耕1+H+ト
裾〔口応 月 井i+卜1一

50愛
酬 海卜日三+1+トi+

一

1醐 日1+H+ト
一

,60分 隣隣講{辛津 旨
一

、120分 _一{

購 架{圭i≡}≡1≡
圏

儲 欝 灘 ン手搬 唱テ作成氷難 ・

加 温4(渡 ノ場 合 ハ作 用 時 闇120分 二至 ル1モ増 養

域 綾 二著 明 ナ影 響 ハ認 ノラ レ ヌガ 、加 温45度 、50

度 ニ ナ ルジト、作 用 時 間5(扮 乃 至CO分 二至 ルtト多 少

＼ 培養菌景

加濫
時島 、

十

分
ノ

五

睡

百

分
ノ

五

雇

千

分

ノ

五

購

募

9
五
睡

十
万
分
ノ

五

駈

百 千
万 万
分 分
ノ ノ

五 五
】睡 】題

伽　}

励

0分(封 照)
欄 灘1+i+ト1-一 　一

撫三 斗三 棚+1引 一}一

10分
+ト1一 ト1-1-1-一 一酋一 一 　 一 一 一一一 』一正
一 ト ト ト トi-1一

20分
1≡!{≡≒1≡ ≒ ⊇

3・分i
一 ト1-1一 ト;rl』

一}-1一 ト ト ト1一

40分 一

一 ト}一 ト1一 ト ト

一1一 一 一{-1一 ト

50分
一 ト ト1-i-}-1一}『
一 ト1一 ト1-1-一

、

β0分
一i-1-1-1-1一 ト

一1-1-一 ト ト1一
鋼

(基本液 ハ 謙ルベ ン手振 法昌テ作威氷室ユ日保存後實験)

影響ず見 ラレル｡加 温60度 二至ノ1ト作用時聞1Q分

デ既 二BCG著 名二死滅ス｡即 チ、第2章 及ピ第

3章 二於ケル實験成績 ヨ兎 超晋波作用2(扮位 ニ

テハBCG二 及ボス超音波ノ熱作用ハ殆 ンド無覗
、

シ得 ル｡

第四章 超音波 ノ種 々ナル出力=於 ケルBCG竹 尾株 ノ護育=及 ボス影響

第一節 費 験 方 法 評
　

.コ ノ!一・ン手 振 法 デ菌 量1耗 中1髭 含 有 ス ルBC

G菌 浮游 液 ヲ作 リ、 コノ菌 液10蝿 宛 二超 昔 波9蓮

ず綾20分 宛 作 用
ゼ シメ タ0

1・超 音 波 ヲ作 用 セ シ メナ イ モ ノ
へ 　

2・陽 極電 塵1・600ボ ル ト、 蓮績20分 問 作 用

一t3・陽 極電 歴1.400ボ ル ト、蓮 綬20分 間 作 用

4・陽 極電 歴1・200ボ ル ト、 蓮績20分 聞 作 用

5・陽 極 電 歴1・000ボ ル ト、蓮 紋2(粉 聞作 用

6・陽 極 電 、墜800ボ ル ト、蓮 績20分 闇 作 用

以 上 六 種 ノ菌 液 テ作 リ、 ソノ各 玉テ十 倍 稀 繹 ヲ繰

返 シ百 萬 倍 迄 稀 繹 シ、 ソノO・1蝿 宛 テ ペ トラニ ヤ

ニ ー氏 増 地2本 宛 ニ培 養 シ タ｡超 晋波 嚢 生 装 置 ハ

塵 見 理 化 學 研 究 所 二設 置 シテ アル モ ノ デ、 周 波 敵

450キ ロサ イ クル デ アル｡

菌 液2、3、4、 ハ超 昔 波 作 用 中試 験 管 内液 面 盛

a噴 幽 シs液 内 ノ氣 泡 ノ形 成 ハ少 イ｡(5)ハ 多 少

液面噴出スルモ液内ノ氣抱 ノ形成ハ2、3、4、 二

比 シ顯著デ6ハ 試験管内液面少 シ盛 リ上 ル程度

デ全 ク噴出セズ、液内ノ氣泡ノ形成顯著デアル｡

帥チ超晋波 ノ酸化作用 ノ最モ強度 ト思バ レル條件

デアル｡培養成績判定規準ハ前實験 ノ場合二同ジ｡
/

弟 二 節 堵 養 成 績

第6表 超 昔波 ノ種 々ナル出力 ノBCG二 及Ptス 影響

溜 晋波連績20分 間作 用

塩見研究所 装置超苦波襲生装 置

基本液ハ=ル ベ ン手 振法 ニテ/mg/1c・e菌 量 含有 ノ

モ ノ
・ 培養 後50日 後鋼定

一培養
萬蚤

昔濃＼

作用曜

数ルベ ン手 振

菌液(無 作 用)
1.600vo1亀

蓮 績20分 問

千
万
分

ノ

一
懸

百
万
分
ノ

一
磁

十
万
分

ノ

一
駈

一
万
分

ノ

一
雇

千

分

ノ

一
雇

百

分

/

一

十

分

ノ

一

囎ー十ー十ー離～雑口㎜㈹

欄1轍1+雑!++1一

帯■ 柵■-1+}-1-{-

1荘{+1-1-{一}一

一3輸_噌



超昔波蓮績20分 腸作用二於テ陽極電座高 イ程多少

菌獲育ガ障害サレ評｡超 書波ノ酸化作用ガ最強 ト

思バレル5、6、 ノ揚合二於テモ作用時間20分 デハ

菌ノ肇育二特二著明ナ=影響ハ認 イラレヌ｡

學衛振興會結核豫防委員會二於テ柳澤氏モBC

G菌 浮溝液調製ニ際 シ、超書波出力ノ或程度ム於 、

テハ平等ナル菌浮游液ヲ得且 ツ生菌数ノ減少著明

ナラザルモ、出力彊クナルニ從 ヒ、且 ツ長時間作

用 スル程菌 ノ死滅著明ナル事 ヲ報告 シテ居ル｡叉

戸田氏モ2｡6｡ヂ クロー・ル ・インドフエノールノ

赤攣時聞デ超書波 ノ酸 化作用ノ強弱ヲ知ル目標 ト

シ、酸化作用強キ條件 二於テ作用時闇20分 ニテ宅

BCGノ 獲育Rニハ著明ナ影響 ヲ認 メヌト同様ナ成

績ヲ報欝シテ居ル｡

第ミ節 浮游液中ノBCGノ 形態及 ビ配列

二及ボス影響

前述ノ各電屡二於ケル超喬波作用2(扮 ノ各菌浮

游液ノ各1滴 テ載物硝子ノ上二滴下乾燥 シ、チー

、

ル｡ネ ル セン氏染色テシ菌 ノ配列朕態、菌髄 ノ愛

化 ヲ観察 シタo(第7表)

第7衷 菌浮 遊液中BCGノ 配列及 ピ形態

高及 射ス超書 波ノ影響

(黙 手振法糠 難 繍 鎌 曹蕪
騨 ▼・1t2・分 桐 上

3・)1・000volも20分
菌 ノ配列 平等テ憎 ク分離 ス｡菌
饅 ハ大差 ナキモ穎粒歌 ノモ ノヲ認

1ムo

幻L2・ ・v・1t2・分i同 上

5.)1.400▼o】 も20分
菌 ノ配列平等デ ヨク分離 スルモ著 名
昌菌鰹短 クナ リ顯粒歌 ノモノ噌 加 ス

且 ツ菌徽 ノ減少 ガ目立 ツ｡

a)L6・・▼・1t2・分陳 儲 鍔 ヘツテ多少不平轍

第四節 本章ノ小括

以上BCG菌 浮游液調製 二超書波ヲ利用スル場

合、電歴高キ程均等ナル菌浮游液 ヲ得ルま、或強

サ以上 ニテハBCG菌 膿ノ破砕死滅著明 トナ リ、

菌 二樹 スル障害ヲ出來得ル限 リ避 ケントスル意途

ト矛盾ス｡故 二均等ナル菌浮游液ヲ得 ル タ メニ

ハ、菌髄 ノ破砕或 ヒバ菌ノ死滅ハ多少犠牲ニスル

モ比較的障害著名ナラザル條件 ニテ満足 シナクノ

バナラヌ｡BSlG菌 浮游液調製二際 シコノ1コ ル

ベン手振法二多少劣ル事ハ樹今・後 ノ研究 二待 ツ｡

第五章 超言波法並呂コルベン手振法sテ 調製 シタBCG

菌浮游液ノ温度二封スル影響

第一節 貿 験 方 法

同一 ノソー トン培地ニ培養 シタBCG竹 尾株 ヨ

リ菌量テ秤量 シ、一部ハコルしペン手振法ニテ、一

部ハ超誉波法デ菌浮游液テ作 リ、各 玉菌量1蝿 巾
2既及 ピ1蝿中0.1既 含有 ノ2種 テ作 リ、之テ基本

液 トシ之等 ヲ種 々ナノレ揮度二保存 シテ時日ノ経過
二從 ッテ菌浮游液 ノ自然凝集並二培養成績ヲ比較

實駒 シタ｡

第一項BCG菌 浮游液調製方法

(1)超 晋波法3ヨ ルtBCG菌 浮游液

醗 倣 用大試験管ニ菌 ヲ秤章 シテ トリ・O・2%

ゲラチン加生理的食盤水テ加へ、1蝿 中菌量5既 ニ

ナ ル如 クス｡超 音波獲生装置ハ久保田式超晋波襲

生装置(K.U.S.一・500)デ水晶板 ト油面距離7糎 、超

書波綾生條件ハ陽極電歴2｡500ボ ル ト、陽極電流

200ミ リア ンベ ヤー 、超 昔 波 作 用時 間 ハ5分 、5分 、

10分 ト間 漱 的 二作 用 シ合 計20分 間作 用 セ シ ズタ｡

(2)コ ルベ ン手振 法 ニ ヨルBCG菌 浮 游 液

超 音 波法 ニ ヨノL菌浮 游 液 調 製 二用 ヒタBCGト

同Otノ 培 地 ニ アル モ ノ ヲ ト リ1雄}中2庇 ノ菌 量 ノ

モノ ヲ調 製 シタo・ 一

露之 等 ノ調 製 法 ヲ異 ニ シタニ 種 ノ菌 浮 游 液 カ ラ
、

ソ レゾ レ1」}E中菌 量 漉 及 ピ α1耗 含 有 ノ モ ノ テ作

リ、之 等 ヲ ア ン プ レ ニ封 入 シ テ實 験 二供 シタ｡

第 二 項BCG菌 浮游 液 ノ保 存 方 法

前 述 ノ4種 ノ菌 浮游 液 ヲ次 ノ4種 ノ温 度 二保 存

シタ0

1.擶 氏3α変 ノ恒 濃 室

2.ts氏20度 ノ恒 温 室

3｡普 通 冷藏 庫(約 揮垂氏5度)

一 一4-一 一



4.電 氣冷藏庫(約播氏2度)
,1

以上 四 種 ノ温 度 二菌 浮 游 液 ヲ保 存 シ、2日 、4日 、
る

6日 、8日 、10日 、12臼 、14日 、16日 、26日 、30日

後 二自然 凝 集 歌 態 観 察 並 二培 養 ヲ試 ミタ｡

第 三項 培 養 方 法

1蝿 中菌 含 有 量2既 及 じ0ユ 既 ノ モ ノ テ ソ レゾ レ

基 本 液 トシ テO.2%ゲ ラ チ ン加 生 理 的 食膣 水 テ稀

繹 液 トシ テ十倍 稀繹 ヲ繰 返 シ 十倍 、 百倍 、 千倍 、

一萬 倍 、 十 萬 倍 、 百 萬 倍 、 千 萬倍 迄 稀繹 シ、 ソノ

各3/0.5妬 宛 テ ペ トラ ニ ヤ ニー 氏培 地 二 本宛 二

培 養 シタ｡

第 二 節 貸験 方法

第 一一項BCG菌 浮 游 液 ノ自然 凝 集 状 態 二及

ボス温度 ノ影響

白色アンプレニ封入 シダ菌浮游液ヲ種々ナル温

度條件二保存シテ時 日ノ経過ヲ追 ツテ、自然凝集

歌態 ヲ槻察シタ｡観 察時ハアンプレテ首同以上 ヨ

ク振量 シテ透過光線 ヂ肉眼デ判定 シタ◎鯛定規準

ノ・次ノ通 リデアル｡

(一)菌 ノ凝集 ヲ認 メヌモノ

(士)肉 眼デ微 カニ凝集 テ認 メルモノ

(+)明 ニ肉眼デ凝集ヲ認 メ得ルモノ

菌浮游液調製時ニハ コ ルベ ン手…振法二依 ・・モ

ノ、超喬波法二依ルモノ共二均等デ肉眼デノ噛 ノ

凝集ハ認 メラレナカツタ｡實 験成績ハ第8表 ノ如

ク プ ア ル ◎

第8表 超暑波法並 ニコルベ ン手 振法:一テ調製 セ ルBCG菌 浮遊液 ノ保存経過 日vansル 自然凝集歌態

菌 量 コ 蛯 中2庭iノ モ ノ

超 音 波 法

30｡ 20｡

電
氣
袷
残
庫
禦

普
癌
冷
藏
庫
び

数ル ペ ン手 振 法

30｡ 20｡

電
氣

冷
藏

癒
2｡

普
通
捨
藏
庸
駅

i 菌 量1臨 中0ユ 駈 ノ モ ノ

超 督 波 法

30｡ 20｡

電
氣

冷
残

庫
2｡

普
通
冷
藏

庫
び

ヒ ルベン手搬

i

l300

11

2・":譲

婆

閣 黒

ゆ

繊 直後1一 十 三 十 卜 卜1■ … 三 一H-le一

冷
藏
庫
禦

2日
ト 国 一三 ±1-H-/+H一 … 一 一ト

4目

6目

ト 三 一Hト ート 三 列 一H-± 卜 卜 卜

ト ト ■-1±1-,1-「-1+H-1-一 匡 … 一 ト

8日 'ト ト ト 三 ± 一卜 三+}± ■-1+卜H一

10日 国 ±ト 三 ±… ヨ ■i+1± 卜 三 ±ト ト
12日

ユ野日

±固 一 一1ト ±ト 三+1±i-1-ll+1± … 一

士 ±■ づ ±… 一 +1± 一■+i± ド ト

菌 量1姥 中2」耗含有 ノ場 合 ハ保 存 温 度 高 キ程 菌

ノ凝 集 ガ多 少多 イ傾 向 ガ見 ラ レ、 且 ツ コル ベ ン手

振 法 二依 ル モ ノ ヨ リモ、超 音 波 法 ニ ヨル モ ノ ノ方

ガ 凝 集 テ起 シ易 イ傾 向 ガ見 ラ レル｡

菌 量1妬 中0ユ 既 ノ場 合 ハ超 普 波 法 ニ ヨル モ ノハ

30度 デ2日 目二 既 二明 二菌 ノ凝 集 ザ見 ラ レル｡コ

ル ペ ン季 振 法 二於 テ モ保 存 日数 ノ塘 加 ト共 二高 温

二於 テ凝 集 ガ認 メ ラ レル｡

第 二項 コルL'ペン手 振 法並 ピニ超 書 波 法 ・N依

wリ 調 製 シタBCG菌 浮 游 液 ヲ種 々 ナ

ル濃度二保存 シ経過日歎 ヲ追 ツテ培

養 セノ・培養成績

判定規準ハ前述 二準ズ｡判 定ハ培養後約50日 後

判定 ス｡

第9表 及 ピ第10表 二示ス如 ク、保存日数 ノ経過
・ト共 二生菌敬ハ次第 二減少シ、保存温度 ノ高 イ程

生菌数 ノ減少ガ著明デアル｡且 ツ保存温度30度 、

20度 ノ如 ク高温 ノ場合二超喬波法ニヨルモノノ方

ガ コルペン手振法ニヨμモノヨリモ コロニーノ焚

生数少ク、即チ生菌歎 ノ減少著明デケル｡シ カシ

翫

一 一5醐 一一
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普遍冷藏庫及 ピ電氣冷藏庫二保存ノ場合ノ雨者ニ 又菌浮游液ノ濃度 ノ差二依 ツチハ雨者二著差ハ

著差ハ認 メラレヌ｡.認 メラレヌ｡

第六 章 超音 波 法及 ビ コルベ ン手 振 法 呂依ルBCGワ クチ ンノ人 髄 接種 成績

第一節 第e-NR験(BCG菌 量e・02re第1壊 超習波法並n=ル ペン手振法=

皮内接種のe合)'ヨ ルBCGワ クチン培養成績

(、x鞭暴 鎧 獣.葺:騰 繋無 藤6・肌
5%グ リセ リ ン加 牛 謄 汁 馬 鈴 薯 培 地 二懸 懸培 養20分 作 用(5'・5'・1の

シタBCG竹 尾 株 ヲ ソPtト ン氏培 地 ニーt代培 養 シ

タ モ ノ ラ トリ、 コルベ ン手振 法 デ1耗 中2既 ノ菌 量

ヲ含 有 スル様 二原 液 テ作 ル｡

(2)、超 晋 波 法 ニ依 ルBCGワ ク チ ン

前 述 卜同 檬 ソー5ン 氏 培 地 培 養 ノBCG竹 尾 株

ヲ ト リ、1蝿 中5踊 ノ菌 量 ヲ含 有 スル様 ニ シ、 久保

田 式 超 音 波 獲 生 装 置(K.U.S.-500)デ 水 晶 板

ト油 面 トノ距 離7糎 、試 験 管底 ハ辛 ジテ油 面 二接

燭 スル位 置 二固 定 シ、 陽 極 電歴2｡200ボ ル ト、 陽

極 電流215ミ リア ンペ ヤ"、 作 用 時 聞 ハ5分 、5分 、

10分 、 ト問 敏 的 二作 用 シ合 計2q分 欄 作 用 デ得 タ菌

ヲ原 液 トシタ｡

第 二 項 雨 ワク チ ンノ培 養 比 較 成 績
'各 菌 液

ylve中1既 ノ菌 量 ヲ含 有 スル モノ ヲ基 本

液 ト シ、 ソノ各 ぶヲ漸i次十 倍 稀 繹 テ繰 返 シ百 萬倍

迄 稀 繹 シ、 ソノ各 々 ヲO.5蝿 宛 ペ トラ ニ ヤ・=・一氏

馳 一耀 シタ｡半 掟 規 準 揃 述 尾 ノ ニ依 ル.'

(第11表)"

第 三 項 中 等 學 校 生 徒 二於 ケノL皮内接 種 成 綾

超 書 波 ワク チ ン及 ピ コルペ ン手 振 ワク チ ンノ皮

内 接 種 用 ハ 菌 含 有 量1蝿 中0.1瓦毛含 有 ス ノ墓様 二稀 繹

シ:タo

第12表

接 種菌鼠

接種 日;一 昭和17年7月

LBC段 接種時 ノ「シ」反雁分布e「

培㌔
量

菌浮
游液

千
万
分
ノ
五
聴

百
万
分

ノ
五
駈

十
万
分

ノ
五
遜

万

分

ノ

五

雇

マ

分
ン

竃
聴

百

分

ノ

五

聴

「十

分

ノ

五

彪

1拳鱗 響 潮葺H≡i≡
超昔 波 昌 ヨルI
yク チ ン

20分 作 用

(5,●5,●10,)

+
T肚十十

帯

冊

醐

㈱

柵

㈹

8/理培養
19μX判定

注射方法ハ左側上騰外側ニケ所 二前記 ワクチ～

ヲα1蝿蓼 皮内同時接種 トシタ｡邸 チ菌全章0・02謡
'プ ア ルV

O

被接種者ハ奮 ツ(昂 ク リン2000倍 稀繹溶液01

.蝿 皮内注射48時 間後判定デ爽赤4粍 以下ノ陰性者

デ、各學年各クラス毎二陰性者ヴ凡 ソ2分 シ、一

方ニハ超音波 ワクチンヲ他 ノ半数ニハ コルペン手

振iワクチンヲ接種 シタ◎
ダ

BCG=接 種後約COH後 再 ビ蓄 ツペルクリン2000

倍稀理液デ 「ツ」反態陽纏ヲ検 シ、同時 二接種部

位二於ケメ局所攣化ラ昭観察 シ、次ノ成績 ヲ得 タ｡

(第12表)
BCG超 普 波 ワ クチ ン及 ビ=ル ベ ン手 振 ワク チ ン人盤 皮 内接 種 成績

O.01n}92ケ 所 同 時 皮 内 接種 全 菌 量0・02mg

陽轄 再 検 日 昭 和17年9月

昭

[・_1±

細 名 囎 剤 ・一・2遍

E

陰性計5土 、o 潮 凸
し

冊
31以 上 iB+N

皿

…

陽馴 雛 率

衰 醐55gl・4・i4・1蝋312gi68い5gい9い78i粥%

・ 商 剰973128司46い3・12167い74い67い2i642i6a・%

・蹄 業i4・3i・2312・ い43ド2i2gl62' ・5・い6い6・1砿 ・%

命 計」
193554gLユ06{

1
65517い25 204 777い7 1280664%

__.10



■｡BCG接 種人員

集 團 名鐸 喋 滋 姦チ ン
讐ル ベ ン手 振 ワ クチ ン

接 種 人 員 鑓 合 計
㎜

K商 業 ユ・81
愉

,73 ユ8ゴ

0商 業 ユ571・74 331
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143

合 計
伽

349 3・61
,655

嘘

亙 「ツ」反濾 陽韓再検 時二於ケル「ツ」反感 分布 ト8CG接 種局所 ノ副 作用面 ノ大 サ トノ關係Pt

(接種 局所 ノ副作用面 ノ大 サバ大 ナル方 ノミヲ トル｡)BC黛 接 種後2ケ 月後 槻察
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第 四項 本節ノ小括 礁

超晋波 ワクチン及 ピコルペン手振 ワクチンノ増

養成績ハ前掲ノ様二寧ロ超晋波 ワクチンノ方ガ培

養成績良好デアツタガ、之等 ノワクチンノ0.02賭

菌量人燈皮内接種デハ雨群共二約2ク 月後ノ∫ツ」
塚 壷

反 慮 陽 性韓 化 率 及 ビ陽 性韓 化 シタ 「ツ」 ア レル ギ

ー ノ大 サ ニ ハ差 異 ヲ認 メル事 ガ 出來 ズ 、ヌBCG

接 種 局所 ノ憂 化 モ雨 者 二著 差 ラ認 メル 事 ハ 規 來 ナ

カ ツ タ｡轍

第二節 第二同實験(BC(}菌 量e.Olre皮 内

一 一一11馳_一 一



接種 ノ場合)

第 噸BCGワ クチ」1ノ調製法

前職 同様BC砺 尾株ノ同_ソ_ト 曙 地二

培養 セルモノカラ菌髄ヲ探 リ、・一｡ツハ超書波法ニ

ヨリ・一・ツハ コルペン手振法デワクチンヲ調製 シ

タ｡調 製方法條件ハ全 ク前實験同様デアル・｡

第二項 爾 ワクチンノ培養成績

超晋波 ワクチン並 ニコルペ ン手振 ワクチン共二

1蝿 中BCG菌 量1]耗 ノモノヲ基本液 トシ増養方

法総テ前同實験 ト同檬ナ事テ繰返 シタ｡培 養成績

ハ第13表 ノ通 リデアル%

即チ手i振ワクチンハ20萬分 ノ1礒 迄超習波 ワクチ

ンハ2萬争 ノ1既迄菌集落 ノ嚢生 テ見 ル｡・多少超晋

波 ワクチンガ培養成綾劣ル様二思バ レルガ爾者 昌

i著i差iハ認 メラレヌo

第三項 國民學校見童二於ケル皮内接種成綾

前同實験 ユ於 テハBCG接 種菌量O・02REデ雨 ワ

クチ ンニ著差ヲ認 メ得ナ カッタノデ、本實験ハ接

種菌量ヲ半減 シO,01礒 トシタo

國民學校見童ノ陰性者(蕾 ツtN"ルクリン2千 倍

稀輝液0・1蝿皮内注射、48時 間後判定、焚赤4粍

以下 ノ者)デ 、各學年各級毎二之ヲ2等 分 シ、大

約300名 宛テ トリ、一方弟ハ超音波 ワクチンヲ、

タ

第13表 超 脅 波 法 並n=ル ペ ン手 振 法n醤 ル

BCGワ クチ ン培 養 威 績

超暑 波爽 生 装 置(久 保 田式)560K・C・

條 件・、2500Volt200mA.

20分 間 作 用(5'・5'・10'・)・

培 養 後 約2ケ 月後 剣 定

＼1饗
菌量 疹

浮遊毒＼ 毫

二
百
万
分

ノ
卿
懸

　

一一+
万

分

ノ

一
懸

二
万
分

ノ

一
駈

二
千
分

ノ

一
聴

二
百
分

ノ

一
駈

二
十
分
ノ

一
竈

コル ペ ン手 振

ソ クチ ン
醐 酬 冊岡+8+gト

剛 翻三咽 帯H+・ ト

一 方 ニ ハ手 振 ワク チ ンヲ接 種 シタ｡雨 ワ クチ ンハ

・共 二1蝿 中BCG菌 量0 ・05踊 含 有 ス ル モ ノ ヲ 用

ヒ、 ソノ α1蝿 宛 ヲ左 上 騰 外 側9ク 所 へ 同時 二皮 轟

内接 種 ヲ行 ツタ｡即 チ接 種 菌量 バー一ク所 伽005醗 ・

2ク 所 デ全 量().01]耗 デ ア ルo爾 ワク チ ン共 接 種 當

日調 製 シタ モ ノデ アル墓｡ポ 灘

BCG接 種 後 約2ケ 月 後 更 二薔 ツ〈eルク リン2

千 倍 稀 繹 液 デ陽 性檸 化 テ検 シ同時 二接種 局 所i攣化

テ楡 シタ｡威 績 ハ第14表 ノ通 リデ アルo

第14表 コル ペ ン手振 ワクチ ン並a超 昏 波 ワクチンノ皮内接種 昌於ケル「ツ」

反磨 陽鱒成績及 ビ接種 局所愛 化比 較
BCG接 種菌量・0・05mg宛2ケ 所同時皮 内接種・全菌 量0・01mg・

.慰 継 構畿}BCG接 鰍2ケ 膿
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■

4

ユ・3%

0

306
100%

前表 ヨリソノ陽性轍 埣 テ見 ル峰 次表ノ如ク、畿

;
5粍 以上 ヲ陽性
トシタ陽軸率

鯖 波ソク州 96.1%

獅 ン手馴 98・3%

10粍 以上陽性

トシタ陽靱李

80・1%

94・3%

赤5粍 以 上 テ陽 性 トスル ト超 昔 波 ワ クチ ンハ96・1

%、 手振 ワク チ ン〉・9&3%デ 爾 者 二著 差 ハ 認 メラ

レ ヌず、嚢 赤10粍 以上 テ陽 性 トス ル ト、 超 音 波 ワ

ク チ ンハ80.1二±23%、 手 振 ワ クチ ンハ943±1.3%

ヲ示 シ、14%ノ 陽 樽 牽 ノ差 テ示 シ ソノ差 ハ有 意 デ

アル6次 二雨者 ノ陽 性 韓 化 シ.ダ 「ツ」 反 鷹 陽 性 度

分 布 テ見 ル ト、10粍 一20粍 ノ者 ハ 共 二722%尋 ビ

70.6%デ 大 差 ハ ナ イ ガ 、5粍 一一一9粍 ノ者 ハ 手 振 ワ

クチ ン4`0%ニ 通 ギ ヌガ 、超 昔 波 ワク チ ンハ16・0

%ヲ 示 シ、反 封 二21粍 一30粍 ノ者 ン、手 振 ワク チ ン

21.7%テ 示 ス ニ超 誉 波 ワク チ ンハ8.2%ニ シカ遡 ギ

ゴ｡即 チ手振 ワクチンハ陽性度 ノ大キイ者ノ多ィ

昌反 シ超 晋 波 ワク チ ンハ 陽 性 度 小 サ イ方 二多 イ事

ヲ示 シデ居 ル◎ …次二接 種 局 所 攣 化 ヲ比 較 スル ト明

肖手 振 ワク チ、ンノ方 ガ局 所 愛 化 ノ程 度 ノ大 キ イ者

ノ多 イ享 ラ示 シテ居 ル｡更 二同 集 團 二於 テ8ク 月

後 ノ陽 韓 テ検 シ、 コル ベ ン手 振 ワ ク チ ン ト超 晋 波

ブ クチ ン ノ陽 轄 率 ノ推 移 テ見 ル ト、 第15表 二示

ス如 ク、5粍 以 上y陽 性 トスル ト、 手振 ワク チ ン

ノ陽 性 韓 化牽 ハ85.8%、 超 晋 波 ワク チ ンハ75.6%

ヲ示 シ、 更r-10粍 以 上 ヲ陽 性 トスル ト、 手 振 ワク

チ ンハ81.3%v超 昔 波 ワク チ ンハ63.7%eト ナ リニ

者 ノ陽 性縛 化 牽 ノ差著 シ クナ リ、 明 ニ超 音 波 ワク

チ ンニ ヨル モ ノ ノ 「ツ」 ア レル ギー ノ減 弱 ノ度 合

ヒノ大 ナ ル事 テ示 シテ居 ル｡

第 四 項 本 節 ノ小 括

似 上 ノ成績 ヨ リ,培 養 比 較 成績 二於 テハ 爾 ワ ク

チ ンノ間 二著 差 ヲ認 メル事 ノ唱 來 ヌガ・ ぞ酵 接 鍾

成 績 デハ接 種 菌 量 ヲ前 同 實 験 ノ牛 蟄卿 チ0.01既 ト

白__13



第15表=ル ベ ン手振 ワクチン並Ut超 暑波Pク チ ンノ皮内接種 ニ ヨル「ツ」反慮 陽性轄化成績比較

BCG接 種菌量O.OO5mg宛2ケ 所同時皮 内注 射全量0・0ユ斑&
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229

75・6%

ス ル ト超 昔 波 ワク チ ンハ手 振 ワク チ ン ヨ リ陽 鰺 率

低 ク、陽 韓 シタ陽 性 度 モ少 サ ク 、「ッ」 ア レル ギ_

ノ減 弱 モ著 シ ク、且 ツ接 種 局 所攣 化 モ少 ィ｡

即 チ以 上 ノ黙 ヨ リ見 テ超 書 波 ワ ク チ ンハ超 昔 波

第 七 章

1.余 ノ實 験 二用 ヒ タ久保 田 式超 音 波 獲 生 糞 置(K・

U.S.-500周 波 敬560キ ロサ イクノ・)デ ノ・種 々

ナ ル爽 生 條 件 干於 テ モ試 験 管 内 液浬45度 以上 ノ

上 昇 ハ 見 ナ イ｡

2｡加 温40度 、作 用 時 間120分 二於 テ モBCG竹 尾

株 ハ殆 ン ド影 響 ヲ受 ケズ 、加 温45度 、50度 ニ至

ル ト作 用時 間50分 乃 至6(扮 二至 」Lト多 少 ノ死 滅

ガ 認 メラ レ ル｡故 二余 ノリ實験 シタ 超昔 波稜 生 装

置 デ蓮 績30分 作 用 ス ル モ殆 ン ドBCG二 封 スル

溜 度 ノ影 響 テ無 覗 ス ル事 ガ出 來 ル｡

3.超 昔 波 ノ禺 力 ノ大 ナ ル程BCG竹 尾株 ノ蛮 育 二

及 ボ ス影 響 大 デ ァ ル乙｡超 書波 作 用 ノ酸 化機 韓 ノ

最 太 デ アル ト思 考 サvル 出 カ ニ於 テ モBCGハ

著 名 ニ獲 育 ノ障 害 サ レノ韮事 ハ 認 メラ レ ヌ｡

4.超 書 波 法 並 ピ ニ コル ペ ン手 振 法 ニ ヨJ;・BCGワ

ク チ ンハ培 養 比 較 實験 ニ ヨ リ前者 ニ ヨル モ ノ ノ

方 ガ時 日経 過 ト共 二生 菌 数 ノ減 少著 シク、且 ツ

保 存 温 度 ノ高 キ程 ソノ華 ガ箸 明 デ アル｡

5.超 晋 波 ワク チ ン並 ニ コル ペ ン手 援 ワク チ ンノ人

髄 皮 内接 種 威 績 ニ ヨル ト、陽 性 韓 化牽 並 二「ッ」

ア レル ギー ノ褒 現 朕 態 並 二持 絞 ノ鮎 二於 テ超=昔

波 ワク チ ンハ コル ベ ン手 振 ワク チ ン愚劣 ルよ

BCGワ ク チ ンハ 元來 生菌 冤疫 ヲ企 圖 シタ モ ノ デ
ゐ

アルo故 二BCGワ ク チ ン調 製 ニ ハWi來 得 ル限 リ

作 用 ニ ヨ リ培 養 成績 デハ 差 異 ガ現 ハ レナ イ ガ 、多

少 共 菌 自髄 ノ生 活 力 ガ障 害 サ レテ居 轟 ノ デナ イカ
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